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コーパスを利用した複合動詞の類義分析
―インターネット検索エンジンの利用―

杉村　泰
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１．　はじめに

　近年電子媒体を利用した日本語研究が盛んに行なわれるようになってきた。

CD－ROM版『新潮文庫の１００冊』や「CD－毎日新聞」など市販の電子出版物

も増え、日本語研究に積極的に利用されるようになった。しかし、同じ電子化

資料でもインターネットのWeb検索は、データの保存性が悪い、不自然な日本

語が含まれるなどの理由により「信用できない」という批判が根強くある。た

しかに、Web検索には様々な問題点もある。しかし、WWWページという巨大

コーパスを検索エンジンで手軽に検索できるという利点もあり、注意して使え

ば日本語研究に大いに利用できると考えられる。

　日本語研究では個人の経費で入手しやすいCD－ROM版『新潮文庫の１００冊』

（１５，０００円）の使われることがよくある。しかし、これも用例の多い表現の分

析には役に立つが、用例の少ない表現の分析には適していない。何をもって用

例の多少を言うのかは難しいところであるが、本稿で論じる複合動詞「－忘れ

る」、「－落とす」、「－漏らす」、「－損じる」、「－損ねる」の場合、一見して用

例が多いとは言えないことが分かる。これらの表現をCD－ROM版『新潮文庫

の１００冊』のうち、日本人作家による６７冊について検索した結果を表１に示す。１）
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表１　CD－ROM版『新潮文庫の１００冊』からの出現数

（括弧内の数字は各形式の異なり語数と全出現数）

　表１に示されるように、CD－ROM版『新潮文庫の１００冊』において、「－忘

れる」は異なり語数で２０語、全用例数で５４例しか出現していない。しかも、そ

のうちの２４例が「置き忘れる」の例で、他は多くても３例しか出現していない。

また、他の「－落とす」などの形式はさらに用例が少なく、この数字だけで５

つの表現の違いを議論するのは危険である。しかし、Web検索を利用すると大

量の用例を集めることができ、前項動詞の違いを一目瞭然に見ることができる

（３節の表２～６参照）。本稿では複合動詞の研究を例にして、Web検索が日

本語研究に活用できることを主張する。２）

２．　インターネットの利点と問題点

　インターネットの検索エンジンを利用した日本語研究の利点と問題点につい

ては、すでに田野村（２０００）、荻野（２００４）、服部（２００４）などに指摘されてい

る。このうち主要な利点を挙げると次の３つに集約される。 

－損ねる

（２０語、２３例）

－損じる

（２語、４例）

－漏らす

（３語、６例）

－落とす

（３語、１０例）

－忘れる

（２０語、５４例）

３出来る
２

書く

する

４聞く７見る２４置く

２する
１

撃つ

討つ

２言う

３

入れる

付ける

言う

考える

１

書く、買う、

奪 う、食 べ

る、結ぶ、計

る、掬う、付

ける、巻き上

げる、跨ぐ、

吹 く、演 じ

る、もらう、

行く、飛ぶ、

伏 せ る、死

ぬ、卒業する

１書く

２

閉める

聞く

書く

１

問う、申す、

見る、打つ、

剃る、抜く、

削ぐ、拭く、

引く、取る、

出す、証明す

る



コーパスを利用した複合動詞の類義分析 291

　利点

　①　インターネットのＷＷＷページという巨大サイズのデータをコーパスと

して利用できる。３）

　②　ＵＮＩＸなどの面倒なコマンドを覚えなくても、YahooやGoogle、gooな

どの検索エンジンで簡単に検索できる。

　③　ヒット数を見ることにより、用例の量的分布が調査できる。

　一方、インターネットの検索エンジンを使った日本語研究の問題点について

は、次のような点が指摘されている。

　問題点

　①　ホームページの改変や削除により、前のデータが消えることがある。

　②　新聞などに比べ、タイプミスや不自然な日本語が多い。

　③　検索ノイズ（いわゆるゴミ）の出現やミラーサイトの重複カウントがあ

るため、ヒット数が必ずしも正確な用例数を示すわけではない。

　④　各検索エンジンの形態素の区切り方が「ブラックボックス」になってい

るため、必ずしも検索したい表現が検索できるわけではない。

　⑤　「もし～ならば」、「きっと～だろう」のように離れた位置にある語の共起

を調べるのには適していない。

　これはWeb検索に限ったことではないが、コーパスを使った研究では、検索

結果の中から意図した表現とは異なる表現を排除する作業が必要である。今回

の例で言えば、「－忘れる」の検索結果の中に「戦没者への思い忘れた政治家達」

のような表現も入ってくるが、これは「思い（を）忘れた」のように「名詞＋

動詞」として解釈されるものであり、複合動詞の「－忘れる」とは区別して扱

わなければならない。また、同じ「－落とす」でも「切り落とす」のように落

下の意味を表すものは、「見落とす」のように失敗の意味を表すものとは用法が

異なるため区別して扱わなければいけない。さらに、同じ「書き落とす」でも

「データに書き落とす」は落下の例、「名前を書き落とす」は失敗の例であり、両

者を分けて集計する必要がある。このような表現については研究者が言語直観

を研ぎ澄まして分別する必要がある。４）
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３．　「－忘れる」、「－落とす」、「－漏らす」、「－損じる」、「－損ねる」

　日本語の複合動詞の研究は、松本（１９９８）や由本（２００５）のように項構造や

統語構造の面から詳細に行なったものはある。しかし、各形式の意味について

は斎藤（１９８５）、姫野（１９９９）、森田（１９８９）などの研究はあるものの、部分的

な記述に留まっており、詳細な多義構造や類義関係の解明はこれからの課題で

ある。５）

　本節ではインターネットの検索エンジン６）を利用して、「行為の失敗」を表

す複合動詞「－忘れる」、「－落とす」、「－漏らす」、「－損じる」、「－損ねる」

と前項動詞との共起を見る。まず、各複合動詞と『日本語基本動詞辞典』にあ

る８５２語を含む１０７０語の動詞との共起について調査し、それぞれ共起する動詞

の数が多い順に並べた。７）

　はじめに「－忘れる」について見る。表２は「－忘れる」と共起しやすい動

詞上位１０語を示したものである。これを見ると、「－忘れる」はいわゆる他動詞

と共起しやすいことが分かる。これらの他動詞は日常よく使われるため自然に

ヒット数が多くなるとも考えられる。しかし、後に述べる複合動詞は必ずしも

これらの他動詞と共起しやすいわけではないことから考えると、これらの動詞

と共起しやすいということは「－忘れる」の特徴であると考えられる。８）

表２　「－忘れる」の出現数（上位１０語）

　次に「－落とす」について見る。表３は「－落とす」と共起しやすい動詞上

位１０語を示したものである。これを見ると、「－落とす」は圧倒的に「見落とす」

の形で使われることが多く、ついで「読む」、「書く」、「聞く」、「言う」など言

－損ねる－損じる－漏らす－落とす－忘れる

７１１１，５０８１，３２５９９５５５，７５８書く１

２２９４１２２２０４２５，７２１言う２

３２４３２０１６，８５６入れる３

４，３２０１６２２１７１３，３２８買う４

１１０００１３，２８５置く５

３，２５９１９２６４１２，９９０撮る６

５，０１２１３４４７３，９９２８，１１３見る７

５，２１１２４４７（２，３１７）６，８３３取る８

５４３０１３６，７８２付ける９

３６３４１０５，６００飲む１０
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語生活に関する動詞と共起しやすく、それ以外の動詞とはほとんど共起しない

ことが分かる。この点については森田（１９８９）にも指摘されているが、インター

ネットの検索エンジンを利用すると、このことが数字で明確に示される。この

ことから「－落とす」は視覚や言語生活に関する行為の失敗を表す表現である

と考えられる。

表３　「－落とす」の出現数（上位１０語）

　次に「－漏らす」について見る。表４は「－漏らす」と共起しやすい動詞上

位１０語を示したものである。これを見ると、「－漏らす」は「聞く」、「書く」、

「買う」、「言う」のように日常よく使われる他動詞のほかに、「撃つ」、「討つ」、

「打つ」と共起しやすいことが分かる。「撃ち漏らす」や「討ち漏らす」は対象

をねらい通りにとらえることができないことを表す表現である。これと並行的

に考えると、「聞き漏らす」や「書き漏らす」も対象を期待通りに確保できない

ことを表す表現であることが分かる。このことから「－漏らす」は対象を取り

逃がすような失敗を表す表現であると考えられる。

 

－損ねる－損じる－漏らす－落とす－忘れる

５，０１２１３４４７３，９９２８，１１３見る１

６１８１６５０１，７５２６４５読む２

７１１１，５０８１，３２５９９５５５，７５８書く３

６４０７３３，３９６７８９４，２３２聞く４

２２９４１２２２０４２５，７２１言う５

２１１６２９２２６数える６

３３０１１７５９語る７

７０３１６４３考える８

５４３０１３６，７８２付ける９

０００１３０おっしゃる１０
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表４　「－漏らす」の出現数（上位１０語）

　次に「－損じる」について見る。表５は「－損じる」と共起しやすい動詞上

位１０語を示したものである。これを見ると、「－損じる」はほとんど「書き損じ

る」、「打ち損じる」の形で使われることが分かる。いずれもその行為をしたこ

とはしたけど、その出来具合が悪い（字を間違える、凡打になるなど）ことを

表している。９）

表５　「－損じる」の出現数（上位１０語）

　次に「－損ねる」について見る。表６は「－損ねる」と共起しやすい動詞上

位１０語を示したものである。これを見ると、「－損ねる」は「食べる」、「取る」、

「買う」、「撮る」、「食う」など対象の摂取を表す動詞と共起しやすいことが分

－損ねる－損じる－漏らす－落とす－忘れる

６４０７３３，３９６７８９４，２３２聞く１

７１１１，５０８１，３２５９９５５５，７５８書く２

５１１１８３６５０８撃つ３

４，３２０１６２２１７１３，３２８買う４

２２５４１８３００討つ５

２２９４１２２２０４２５，７２１言う６

２７４７５１５３０５１５打つ７

６１８１６５０１，７５２６４５読む８

５，２１１２４４７（２，３１７）６，８３３取る９

３，２５９１９２６４１２，９９０撮る１０

－損ねる－損じる－漏らす－落とす－忘れる

７１１１，５０８１，３２５９９５５５，７５８書く１

２７４７５１５３０５１５打つ２

５，０１２１３４４７３，９９２８，１１３見る３

５１１１８３６５０８撃つ４

６４８０００４９焼く５

６４０７３３，３９６７８９４，２３２聞く６

７６９０００射る７

６１６３１１１２１，２４７描く８

２２５４１８３００討つ９

３７５４５５０２３１受ける１０
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かる。「見る」も対象を視野に入れることを表すため、摂取を表す表現として考

えられる。また、「行く」、「乗る」、「入る」は主体がある場所に入り込むことを

表している。以上の動詞はいずれも対象や主体がある場所に取り込まれること

を表す点で共通している。このことから「－損ねる」は対象や主体が期待通り

に取り込まれずに終わることを表す表現であると考えられる。

表６　「－損ねる」の出現数（上位１０語）

　以上のことは森田（１９８９）が「－落とす」について述べている以外には、先

行研究で明らかにされてこなかったことである。しかし、Ｗｅｂ検索を使え

ば、その違いが目に見える形で簡単に現れるのである。

４．「－直す」、「－返す」、「－戻す」

４．１　Web検索とCD－ROM版『新潮文庫の１００冊』検索の比較

　本節では「－直す」、「－返す」、「－戻す」の意味分析について論じる。表７

～９に示すように、Web検索とCD－ROM版『新潮文庫の１００冊』の検索結果を

比べると、上位に出現する動詞は互いに似ていることが分かる。

 

－損ねる－損じる－漏らす－落とす－忘れる

５，３０６１８３０１，４７７食べる１

５，２１１２４４７（２，３１７）６，８３３取る２

５，０１２１３４４７３，９９２８，１１３見る３

４，３２０１６２２１７１３，３２８買う４

３，２５９１９２６４１２，９９０撮る５

２，００１１３３０１，０６５行く６

１，７９０１２２５７８乗る７

８９５０００１５１入る８

７１１１，５０８１，３２５９９５５５，７５８書く９

６８１３００２１４食う１０
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表７　「－直す」のヒット数の比較（上位１０語）

表８　「－返す」のヒット数の比較（上位１０語）

 

新潮文庫の１００冊Web検索

７６取る７６８，５８２見る１

５７思う１６１，０８５書く２

５１見る１３１，５２４作る３

４０座る１２０，９８４読む４

３９立てる１１０，６９１考える５

３５やる１０１，９３３立てる６

３３考える８９，２３７出る７

３１言う６１，５９３持つ８

２２出る５０，１３７思う９

２０持つ３６，３２９入れる１０

新潮文庫の１００冊Web検索

７４７繰る１，３７８，９９１繰る１

３０４引く２８４，９５２読む２

１４９思う１２４，４２５引く３

１０８聞く１１６，８０８思う４

６４見る８５，４１６見る５

５１言う７９，１９４折る６

４６読む７８，２８４取る７

４２はねる６７，２７８聞く８

３３問う５８，２５０言う９

２９追う４７，７６６送る１０
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表９　「－戻す」のヒット数の比較（上位１０語）

　従って、いずれのコーパスも分析に使えるが、ジャンル別でない日本語全体

の傾向を見るには、コーパス規模が大きく様々な文体が混在しているＷｅｂ検

索の方が便利であると考えられる。

４．２　「－直す」

　まず、「－直す」について見る。森田（１９８９）は「－直す」と共起する動詞に

ついて、「いずれも行為がある結果を生み出し、その結果が客観的な事物・事態

として後まで残るという意志的な他動詞である。単なる動作「歩く、泳ぐ、立

つ、寝る……」などの自動詞には「－直す」はつかない（「出る」のみ「出直

す」となるのが唯一の例外）」（p.８３５）と述べている。しかし、Web検索で「－

直す」と１０７０語の動詞との共起を調べると、「出る」以外にも自動詞が上位に出

現することが分かる。その結果を表１０に示す。１０）たしかに直観的にも「泳ぎ直

す」とは言いにくいが、「惚れ直す」や「寝直す」は自然に使えると思われる。１１）

このような事実の存在に気付かせてくれるのも、Web検索の魅力である。

 

新潮文庫の１００冊Web検索

１８１取る４０５，７２９取る１

３０引く２４，１５１買う２

２７連れる２４，０８５呼ぶ３

１９押す２１，０５５引く４

１７呼ぶ１６，１０９払う５

１２買う１１，６５１連れる６

４巻く６，４５２押す７

３払う５，８８３書く８

３突く４，６７７差す９

２差す４，１５０埋める１０
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表１０　「－直す」と自動詞の共起

（左の数字は１０７０語中の順位、右の数字はヒット数）

４．３　「－返す」

　次に「－返す」と「－戻す」について見る。まず「－返す」と先の１０７０語の

動詞との共起について調査すると、表１１のような結果が出る。１２）表中の「意味」

は後の図に示す「意味」に対応する。

表１１　「－返す」の出現数と意味（上位１０語）

　次の図は杉村（２００６b）で提案した「－返す」の多義構造である。これは①反

転物が「相手側に返っていく」のか「相手側から返ってくる」のか、②反転物

が「コト」なのか「対象」なのか「主体」なのかという二つの軸を基準に整理

したものである。「－返す」の多義構造は斎藤（１９８５）のに記述があるが、これ

を大きく改善した。

 

－直す－直す－直す

１０３走る１９１１，２８２生きる　５７８９，２３７出る７

９５歩く１９７５２５登る　９７２１，８５２惚れる１２

６４遊ぶ２３３３５１立つ１１０６，７０６入る２４

１１泳ぐ３９３２８５行く１２０４，４３０寝る３１

１１感謝する〃２３４生まれる１３６４，２９７座る３２

意味－返す

反復１，３７８，９９１繰る１

反復２８４，９５２読む２

往復、仕返し１２４，４２５引く３

反復１１６，８０８思う４

反復、仕返し８５，４１６見る５

反転、往復７９，１９４折る６

仕返し７８，２８４取る７

仕返し６７，２７８聞く８

仕返し５８，２５０言う９

返却、仕返し４７，７６６送る１０
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図　「－返す」の多義構造

　例えば、上の図の⑥の「呼び返す」は、斎藤（１９８５）に「離れていく事物を

こちら側へとひきもどす」用法の例として挙げられている。しかし、筆者の内

省では「呼び戻す」の方が普通であるように思えた。そこでＷｅｂ検索で調べ

たところ、「呼び返す」は５４４件、「呼び戻す」は２４，０８５件ヒットした。これによ

り、「呼び返す」も間違いではないが、普通は「呼び戻す」と言うことの方が多

いことが分かる。

４．４　「－返す」と「－戻す」

　「－返す」には様々な多義的意味があるが、その一部が「－戻す」と類義関係

を持っている。先の図において②の「埋め返す」、「送り返す」、③の「取り返す」、

⑥の「呼び返す」は「－戻す」で言い換えることができる。そこで次に「－戻

す」１３）と「－返す」との比較を行った。表１２は「－戻す」との共起が多い動詞

上位１０語を示したものである。
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表１２　「－戻す」の出現数（上位１０語）

　表１２を見ると、「－戻す」は「取り戻す」、「買い戻す」、「呼び戻す」のように

対象が主体の側へ来る場合にも、「払い戻す」、「押し戻す」、「差し戻す」のよう

に対象が相手側へ行く場合にも使われることが分かる。いずれの場合にも対象

が元の場所に復帰することを表しており、「－戻す」は「いかなる手段で対象を

元の位置に復帰させるのか」を表す表現である。一方、「－返す」は対象の復帰

ではなく相手にされたことに対する「仕返し」（報復、返礼）の意味で使われ

る。「取り返す」と「取り戻す」は似た意味を表すが、前者は取られたコトに対

する「仕返し」に焦点があり、後者は自分から離れていったモノを元に戻すと

いう「復帰」に焦点がある。そのため、1のように略奪者がいる場合には両方

使えるが、2のように対象がひとりでに主体から抜け出る場合には「取り戻す」

を使うのが普通であると思われる。１４）

　1　ａ．　盗まれたものを取り返す。（相手への仕返し）

　　　ｂ．　盗まれたものを取り戻す。（対象の原状復帰）

　2　ａ．　？？｛青春／信頼／輝き｝を取り返す。

　　　ｂ．　｛青春／信頼／輝き｝を取り戻す。（対象の原状復帰）

　Web検索で「取り返す」と「取り戻す」を調べると、「本」や「財布」のよう

に略奪者が想定できる場合は「取り返す」とも「取り戻す」とも共起するが、

「青春」、「信頼」、「輝き」のように略奪者を想定しにくい場合は圧倒的に「取

り戻す」を使うことの方が多い。これを表１３に示す。

－返す－戻す

７８，２８４４０５，７２９取る１

９２４，１５１買う２

５４４２４，０８５呼ぶ３

１２４，４２５２１，０５５引く４

１６１６，１０９払う５

５６１１，６５１連れる６

１１，６５９６，４５２押す７

１７５５，８８３書く８

１，４０６４，６７７差す９

４１４，１５０埋める１０
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表１３　「取り返す」と「取り戻す」

　「－返す」と「－戻す」についてはなお議論することがあるが、それについて

は稿を改めて論じることにする。

５．　まとめ

　本稿ではインターネットのWeb検索が日本語研究にとって有用であることを

主張した。インターネットのWeb検索には、不自然な日本語が混じる、検索ノ

イズが生じるなどの批判もある。しかし、WWWページという大規模コーパス

を検索エンジンで手軽に検索できるという魅力もある。本稿では複合動詞の研

究を例にして、インターネットのWeb検索を活用することにより、従来明らか

にされてこなかった新しい言語事実を見つけることができることを指摘した。

注

１）各形式とも漢字表記（「－忘れる」など）と平仮名表記（「－わすれる」な

ど）について全活用形を検索した。出現数は「聞く」と「聴く」、「言う」

と「云う」と「いう」など原文で表記の違うものも一つにまとめて示して

ある。名詞の「出来損ない」などの表現は含まれていない。

２）「名大話し言葉コーパス」、「CD－毎日新聞」などとの比較、日本語母語話

者と日本語学習者に対するアンケート調査との違いも興味深い研究課題で

ある。これについては別稿で論じる予定である。

３）松井（２００４）は「Webにおける日本語のホームページは二億ページとも言

われて」おり、「新聞千年分の情報がある」と指摘している。２００５年頃から

個人ユーザーが手軽にホームページを作る「ブログ」が急増しており、現

在は二億ページをかなり超えていると考えられる。

取り戻す取り返す

５３９６本を

２９５４財布を

３８６１４青春を

７，６０８３８信頼を

９，４２１３輝きを
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４）これはコーパスを使った研究一般に言えることであるが、日ごろから読書

をしたりラジオを聞いたりして、日本語の勘を研ぎ澄ませておくことが必

要である。なお、gooのWeb検索では最大１０００例までしか表示されないた

め、用例が多い場合は１０００例中の割合で全体の数を推測することになる。

５）杉村（２００６c）ではＷｅｂ検索を利用して、「－忘れる」、「－落とす」、「－

漏らす」と前項動詞との共起を分析し、これらの形式の多義構造や類義関

係について詳細に論じた。また、Web検索の結果が母語話者へのアンケー

ト調査の結果と対応していることを明らかにした。

６）本稿では検索エンジンとしてgoo（http://www.goo.ne.jp/）の「フレーズ検

索」を使用する。

７）検索日は２００５年８月３１日～２００５年９月９日。各複合動詞は漢字表記のみ検

索し、それぞれ「～する」、「～した」、「～しない」、「～しなかった」、「～

します」、「～しました」、「～しません」、「～して」形のヒット数を調べた。

以下の数字はその合計数を示す。（漢字表記に限ったのは、「－漏らす」以

外は漢字表記の方が１０倍以上多く出現する傾向にあり、検索の便を考えて

のことである。また、連用形の「～し」は「見落とし（がある）」のように

名詞が多数含まれるため検索から除外した。）

８）自動詞の場合、「会うのを忘れる」のように「～するのを忘れる」の形では

言えるが、「会い忘れる」のように「－忘れる」とは共起しにくい。

９）ただし、「見損じる」は次の例文のようにそもそも「見る」こと自体を行っ

ていない場合に使われる。この場合、「見損なう」（ヒット数６，３７５件）と

言うのが普通であると思われるが、中には「見損じる」と言う人もいる。｢

見損なった｣と言うと単にうっかり見逃したというニュアンスであるが、

「見損じる」と言うと行為の不履行を悔やむ気持ちが強く感じられる。こ

れは行為の結果がダメになる（破損する）という「－損じる」の意味から

来るものと考えられる。

　　（ｉ）　ちょっと寝ててオープニングを見損じたけど、Ｍステ見ました。

 （http://brambling.jugem.jp/）２００６／１０／１９

１０）検索日は２００６年２月１９日～２００６年３月３１日。（以下注７と同様）

１１）「－直す」の意味の詳細については杉村（２００６a）で論じた。

１２）検索日は２００６年４月１日～２００６年４月４日。（以下注７と同様）

１３）検索日は２００６年４月６日～２００６年４月８日。（以下注７と同様）

１４）仁田（１９８０）は主体から分離可能な「モノ、オ金、地位」などは「取り返

す」とも「取り戻す」とも言えるが、主体から分離不可能な「意識、健康、

強さ」などは「取り戻す」としか言えないことを指摘している。しかし、
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その理由については論じていない。

　　付記：本研究は『財団法人　堀情報科学振興財団』の第１５回堀情報科学振

興財団研究助成（研究題目：「コンピュータアシストによる日本語文

法解析とビジュアル日本語教材の開発に関する研究」）による研究成

果の一部である。
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